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 Résumé

 Citons  d'apres J. Ronjat quelques traits  phonetiques essentiels qui  differencient l'occitan des 
autres langues romanes. 

 1. Absence ou  rarete des  voyelles  fermees [a,  o,  cg] (s'opposant a fr. fpr.), ce qui est une des 
 caracteristiques les plus saillantes de l'occitan. 

 2. Voyelles nasales conservant  tres generalement le timbre de la voyelle orale correspondante 
(par opposition a fr. fpr.), ce qui est encore un trait  particulierement important de l'accent du 
Midi. 
 3. Palatalisation de u latin en [P¬ ] (s'opposant a cat. esp.) est un trait general de l'ensemble 

du gallo-roman. 
 4. Diphtongaison de latin  e,  o, uniquement  conditionnee par la sequence d'un yod ou d'un [w] 

(en face de fpr. esp. fr. it.). Autrement ces deux voyelles se conservent:  melius mielhs, deu 
 dieu  ; octo  ueit(  -ch)/  uoch,  bove  buou, et pas de diphtongaison des voyelles de latin vulgaire  [e, 
 o]  fermees (contrairement  a fpr. fr. it. dialectal): fide fe,  flore  [flur]. 

 5. Fermeture jusqu'a [u] de latin vulgaire [o] (en face de cat. esp. fpr. it.) et celle de [o] 
 pretonique  jusqu'a [u] en toute position, comme en francais et en catalan (s'opposant a esp. fpr. 

it.). 
 6. Maintien, hors cas particuliers, de latin  a (en face de fr.), quelles que soient les  precessions

(en face de fpr.): pratu prat, fr.  pre, fpr.  pra; capra cabra/ ch-, fr.  chevre, fpr. chievre. 
 7.  Solidite du -a final atone,  amui en francais, et des voyelles  pretoniques [e ou  a],  syncopes 

en francais: porta porta, fr.  porte  ; seminare  semena  /  semia, fr.  semer.(1)

 オ ッ ク語 め 方 言 地 域 の 画 定 に 関 し て は,P. Becに よれ ば,こ の地 方 は四 つ の 大 き な方 言 的 実 体 に

分 割 され る が,こ の う ち カ タ ロ ニ ア語 は別 の機 会 に 扱 う こ と とす る 。

 A） 北 部 オ ッ ク語:オ ッ ク語 地 方 を二 つ に分 割 す る の は ラ テ ン語 のca, gaがcha（t s a）, ja（dja）に 口

蓋 化 す る か否 か で あ る:castellu chastel（－eu）／cartel,―eu, plaga plaja／plagaα.

 1）低 地 リム ー ザ ン方 言 で は全 体 的 にctがchに 移 行 し,フ ラ ン ス語 のchに 対 応 す るtsの 音 と

な る:nocte nuech, fr. nuit, cantare chanta［tsanta］, fr. chanter.

 2）オ ー ヴ ェ ル ニ ュ方 言:最 も顕 著 な 特 徴 は あ ら ゆ る子 音 に波 及 す る一 連 の 口蓋 化 で あ る。:vinea

vyinha, quietare tyita／isita／tsita, etc.古 典 語 の二 重 母 音 の縮 約 も低 地 オ ー ヴ ェル ニ ュ方 言 の 特 色

で あ る:pater Pere, aqua iga.



 3）ヴ ィ ヴ ァ ロ ・ア ル パ ン方 言 に は,特 に動 詞 の 語 形 に 現 れ る ラ テ ン語 の無 強 勢 母 音 -o の保 持 な

ど フ ラ ン コ プ ロ ヴ ァ ン サ ル 方 言 と共 通 す る特 長 が あ る。

 B） 南 部 オ ッ ク語:ラ ン グ ド シ ア ン と プ ロ ヴ ァ ン サ ル に二 分 さ れ,1） ラ テ ン語 のca, gaな どの 保

持 。2） 二 重 母 音 と三 重 母 音 の 堅 持:sale sau,・postiu puei.3） 一 般 に子 音 の 口蓋 化 が な い こ とな

ど共 通 す る特 徴 を もつ 。

 プ ロ ヴ ァ ンサ ル は,1.〈 不 安 定 な〉-nの 保 持:pane pan.2.語 末 子 音lの 母 音 化:bellu beu.3.

語 末 子 音 の 消 失 （cf. lupa lo（p）, celt. beccu be（c））な ど に よ っ て ラ ン グ ドシ ア ン と区 別 さ れ る。

 C）ガ ス コ ー ニ ュ方 言:こ の 方 言 は他 の オ ッ ク語 方 言 と は っ き り区 別 され,実 に独 特 な音 韻 変 化 を

た ど っ た 。 主 な 特 徴 を要 約 し よ う:

  1.唇 歯 音fは 単 な る 気 音hに 変 わ る。

  2.ポ ル トガ ル 語 と同 様 に,母 音 間 のnが 脱 落 す る:luna lua.

  3.強 く発 音 され る語 頭 のy- はarr- の 語 形 と して 現 れ る:rivu arriu.

  4.重 複 子 音llは 語 末 で はth［t］ に,母 音 問 で は単 子 音rと な る:vitellu vedeth（-t);bella

  berg.

  5.子 音 群mb, ndはm, nに 単 純 化 さ れ る:camba cama, intendere entener.

  6.語 末 の ―1は ―uに 母 音 化 し,先 行 す る母 音 と二 重 母 音 を成 す:mel meu.（2）

 (1) Cf. Jules Ronjat, Grammaire Historique des Parlers  Provencaux Modernes I -II,  Societe des 
Langues Romanes, Montpellier, 1930, § 4. 

 (2) Cf. Pierre Bec, La langue occitane,  (Que  sais-je?)),  Sixieme edition  corrigee, Presses Univer-
sitaires de France, Paris, 1995, pp.34-50.

A.無 強勢母音

 1.語 頭 の 母 音

 1.A（ 古 典 ラ テ ン 語 のa, a）

 語 頭 の 無 強 勢 母 音aは 保 持 さ れ る:caballu cavau, cabal（l. rouerg.）, chavau, chaval（1im. a.）, it.

port. cavallo, esp・caballo, roum. cal, fr. cheval,（1）angustia anguisso,（2）it. angoscia, fr. angoisse.

 し か し,語 頭 のaが 異 化 作 用 に よ っ てeに 変 化 す る こ と が あ る:natale, nedau（b.）, nadau, natau,

nadal（l.）, it. natale, fr. noel.

 一 方,語 頭 のaが 添 加 さ れ る こ と も あ る:rivu arrieu（g.）, rieu, esp., port. rio, roum.riu, afr.

ri（fl, harenga（ ＜germ. bring）arengo, a lengo（d.）, it. arringa, esp. port. arenga, fr. harangue.

 2.E（ 古 典 ラ テ ン 語 のe, ae, e,i)

 語 頭 のeは 原 則 と し て 保 持 さ れ る が,地 中 海 沿 岸 地 方 や ア ル ル,ア ヴ ィ ニ オ ン 地 方 な ど で は 唇 音

が隣接し て つ づ く と き はeが ［u］ に 変 わ る こ と が あ る:femella fumello, afr. funielle, fr. femelle,

piscare pusca, it. pescare, esp. port. pescar, fr. pecher.

 ベ ア ル ン 方 言 で はmelioreか らmilhouの 語 形 が 生 じ て い る 。 こ れ は ♂ の 前 でeがZに 移 行 す

る 一 種 の 母 音 変 異 で あ り,隣 接 し て つ づ く 口 蓋 音 に よ っ て 引 き起 こ さ れ る 舌 の 位 置 の 上 昇 に 由 来 す

る も の で あ る 。 フ ィ レ ン ツ ェ 方 言 に も 見 ら れ る 音 韻 変 化 で あ る 。（3）さ ら に 語 頭 のeは 口 蓋 音 の 後 で

iに 変 化 す る こ と が あ る:caementu ciment（ -fr.）,（4）cement（lim.）, it. cimento, esp. cimiento, etc.

 ラ ン グ ド ッ ク,ガ ス コ ー ニ ュ 地 方 で は,語 頭 のe- が 異 化 作 用 に よ っ てa- と な る 語 形 が あ る:

episc（o）pu avesque（rh.）, ab-（l.g.）, fr. eveque, gelare jara（a.）, it. gelare, esp. helar, port. gear, fr.

geler.さ ら に,ア ル ル,ア ヴ ィ ニ オ ン,ボ ル ドー や ド フ ィ ネ 地 方 な ど で はseminareか らsamena



が 現 れ る が,こ れ は 語 頭 母 音eが 強 勢 母 音aに 同 化 し,強 勢 母 音 の 前 の 二 つ の 母 音e/i間 の 異 化

が 同 時 に 作 用 し た と も考 え ら れ る 。（5）

 ベ ア ル ン,リ ム ー ザ ン,ド フ ィ ネ,ガ ス コ ー ニ ュ な ど の 方 言 で は,＊presione（ 〈prehensione） か ら

eあ る い は 二 重 母 音ei（ai） を も つ 語 形presou（n）, preijou, preisou, praisonが 現 れ る が,ラ ン グ ド ッ

ク,オ ー ヴ ェ ル ニ ュ 方 言 で はiを も つ 語 形prisou, prisuが 生 じ る 。 後 者 の 語 形 で は,語 頭 の 母 音

が 過 去 分 詞pris（ ・ =*presu） の 影 響 を 受 け た が, pris自 身 も こ の 動 詞 とmisな ど の 型 の 単 純 過 去 の

語 形 の 影 響 に よ る も の で あ る 。（6）

 3.0（ 古 典 ラ テ ン 語 の ∂,0,u）

 す べ て のoは 原 則 と し て 古 プ ロ ヴ ァ ン ス 語 で は ρ で あ り,14世 紀 以 後ouの 綴 りが 現 れ る（7）:

donare douna, it. donare, esp. donar, port. doar, fr. donner, etc.

 ア キ テ ー ヌ 地 方 で は 古 くか ら ［o-］ が ［u］（［w］） と ［わ］ の 前 でa- に 異 化 し て い る:novellu

nauet（g.）, nabet（b.）, it. novello, fr. nouveau, etc.

 ラ ン グ ド ッ ク,ギ ュ イ エ ヌ と特 に ア キ テ ー ヌ 地 方 の ほ と ん ど す べ て の 方 言 で,語 頭 の 自 由 母 音ou

が 後 に つ づ くouに 対 し てauに 異 化 す る場 合 が 多 い:honore aunou（g. b.）, it. onore, aesp. afr.

onor, odore audou（l. g. b.）, it. odore.

 一 方,語 頭 のoが 後 に つ づ くouに 対 し てe（i） な ど に 異 化 す る こ と も あ る:sorore serou（d. b.）,

sorre, souorre（rouerg. nib.）, ait. suoro, aesp. aport. sor, roum. sora, fr. soeur, unione ignou（n）, fr.

oignon.

 4.U（ 古 典 ラ テ ン 語 のu）

 一 般 に 無 強 勢 母 音uはuと し て 保 持 さ れ る が,語 頭 のuはiに 変 化 す る こ と が あ る:rumore

rumour, rimour（rh.）, it. rumore, afr. remour, esp. port. rumor, humore umour, imour, imou（l.）.

 frumentuで はuはmの 前 で o に 移 行 し, froument, fourment（d.） と な っ た （cf. it. frumento,

aesp. hormiento, fr.froment（8｝ ）。

 5.1（ 古 典 ラ テ ン 語 の i)

 語 頭 のiは 保 持 さ れ る が,ヴ オ ー,ア ル プ ス,ラ ン ド地 方 で は,語 頭 のiに 隣 接 し て つ づ くbは

iをuに 唇 音 化 し,ヴ レ （Velay） 方 言 で は お そ ら く統 辞 上 の 母 音 接 続 か ら 生 じ た ［yu-］の 語 形 が あ

る （9）:hibernu uver,-rn,-rt, iuver, it. inverno, esp. port. invierno, roum. iarna, fr. hiver.

 primariuか ら は語 頭 の 長 母 音iの 短 縮 に よ るpremierと, primu＞primeの 影 響 に よ る 語 形

primierと が 生 じ た （cf. ait. primaio, esp. primero, port. primeiro, roum. primar, fr. premier） 。 な

お,ベ ア ル ン 方 言 で はprumyeで あ り,か っ て フ ラ ン ス 語 か ら 借 用 し たpremierと 二 重 語 を 成 し

た 。prumyeのuは 隣 接 す る 唇 音mの 影 響 で あ る 。

 finireか ら は 特 に ア ル ル,ア ヴ ィ ニ オ ン,ニ ー ス な ど の 方 言 に 現 れ る feniとfine＞finの 影 響 を

受 け たfini の 語 形 が 現 れ る 。（10°）

 II.強 勢 母 音 に 先 行 す る 語 中 の 母 音

 1.強 勢 母 音 に 先 行 す る 語 中 の 母 音aは 保 持 さ れ る:*tropatore troubadou(r）, it. trovatore, esp.

trobador, port. trovador, monasterieu mounastie, it. monastero, esp. monasterio, port. mosteiro,

fr. moutier（ ＜＊mosteriu）.

  こ のaの 保 持 は 未 来 形 の 形 成 に も み ら れ るsaperayo（ 〈*sapere habeo）saurai（ -fr.）, it. sapro, esp.

sabre, port. saberei.

 2.a以 外 の 母 音 は 消 失 す る こ とが あ る:ma（n）si（o）nat（i）cu meinage, esp. menage,*domn（i）cellu



dounzeu,-1（l.）, fr. damoiseau,（11) ＊disj（u）nare dina,（12）fr.diner..

 し か し,a以 外 の 母 音 が 保 持 さ れ る こ と も少 な く な い:fabricare favrega, esp. fraguar, port.

fragoar, roum. fereca, fr.forger,＊quadrifurcu caire-fourc, fr. carrefo ur, caprifoliu cabrifuei, it.

caprifoglio, roum. caprifoiu.（13）

 III.強 勢 母 音 に つ づ く語 中 の 母 音

 オ ッ ク語 で は 語 末 音 節 か 語 末 か ら二 番 目 の 音 節 に し か 強 勢 ア ク セ ン ト は な い 。 従 っ て オ ッ ク 語 は

ラ テ ン 語 の プ ロ パ オ ク シ ト ン を パ ロ ク シ トン あ る い は オ ク シ ト ン に 縮 約 し て い る 。 次 末 音 節 の 母 音

が 保 持 さ れ,場 合 に よ っ て は,語 末 音 節 が 保 持 さ れ る が,こ の 場 合 は,強 勢 ア ク セ ン ト は 元 の 次 末

音 節 に 移 動 す る （14）:lacrima lagremo, it. lacrima, esp. port. lagrima, roum. lacrama, afr. lairme,

fr. larme, mastico mastegue, it. mastico, esp. masco, port. mastigo, roum. mestec, fr. mache.

 も し次 末 音 節 の 母 音 が 保 持 さ れ,語 末 母 音 が 消 失 す る と き は,ア ク セ ン ト は 移 動 す る こ と も あ り,

移 動 し な い こ と も あ る:plangere plagne, it. piangere, roum.ρlinge fr. plaindre, tepidu tebes, it.

tepido, esp. port. tibio, fr. tiede.

 プ ロ パ オ ク シ ト ン で は,次 末 音 節 の 保 持 は,母 音 の 性 質 と母 音 に 隣 接 す る 子 音 の 状 況 に よ っ て 一

様 で は な い が,一 般 に 保 持 さ れ,す べ て の 母 音 がeと な る:margine mange, it. roum. margine,

persicu pessegue, it. persico, esp. persigo, port. pessego, roum. piersec, afr. persegue.

 隣 接 す る 子 音 が 同 じ で あ っ て も,母 音 の 相 違 に よ っ て,次 末 母 音 は 保 持 さ れ る こ と も あ り,消 失

す る こ と も あ る:lampada lampeso, it. esp. port. lampada, fr. lampe;limp（i）du lindo（ －it.）, esp.

limpio, port. limpo, roum. limpede.

 一 方,次 末 母 音aは 消 失 す る こ と も あ り,eに 変 化 す る こ と も あ る:col（a）p（h）u cop, it. colpo, fr.

coup;Stephanu Esteve, it. Stefano, esp. Esteban, fr. Etienne.

 強 勢 母 音 に つ づ く二 つ の 母 音 は,二 つ の 母 音 が 消 失 す る こ と も あ り,次 末 母 音 だ け が 消 失 す る こ

と も あ る:nit（i）du net（ -fr.）, port. nedeo, roum. neted;lep（o）re lebre, it. lepre, esp. liebre, port.

lebre, fr. lievre.

 IV.語 末 の 母 音

 オ ッ ク 語 は カ タ ロ ニ ヤ 語 や フ ラ ン コ プ ロ ヴ ァ ン サ ル 語 と 並 ん で,ほ と ん どa,o, uし か 保 持 し な

い ス ペ イ ン 語,さ ら に,ほ と ん ど す べ て の 語 末 母 音 を 消 失 す る フ ラ ン ス 語 と の 中 間 に 位 置 す る 。オ ッ

ク 語 で は ほ と ん ど す べ て の 語 末 母 音aがoと し て 保 持 さ れ る 一 方,a以 外 の す べ て の 語 末 母 音 が

消 失 す る:dub（i）tat douto, it. dubita, esp. duda, port. duvida, fr. doute;octo ue（ch）, it. Otto, esp・

ocho, port. oito, roum. opt, fr. huit.

 し か し,動 詞 の 活 用 で は -o は -一eと し て 保 持 さ れ る:dub（i）to doute（ -fr.）, it. dubito, esp. dudo,

port. duvido, amo ame, it. esp. port. amo, fr. aime.

 子 音 ＋r,lの 後 で は 常 に 母 音eが 子 音 群 を 支 え る:ferru ferre,（15）it. port. ferro, esp. hierro,

roum. fier, fr. fer.

  （1）chが 先 行 す る 語 頭 のaは 古 い 語 形 で はeあ る い はiに 変 化 し て い る:chival, chivalier. Cf. Joseph

 Anglade, Grammaire de l'A ncien Provencal ou A ncienne Langue d'Oc, Phonetique＆Morphologie,

 Klinsieck, Paris,1977, p.96.

  （2）augustu, augurieuは 俗 ラ テ ン語 期 に 異 化 作 用 に よ っ て *agustu,*aguriuに 縮 約 さ れ,そ れ ぞ れ,



agoust（cf. it. esp. port. agosto, roam. agust, fr. aoiut）, aiir（cf. esp. aguero , port. agouro, afr. eur, heur）

を 生 じ た 。Cf.E.et J. Bourciez, Phonetique∫ Francaise, Klinsieck, Paris,1967,§104, R. II.;Anglade,

Grammaire, p.95.

 (3) Cf. Gerhard Rohlfs, Gramatica Storica della Lingua Italiana e dei suoi Dialeti, Fonetica 
(Tradizione di Salvatore Persichino, titolo originale Historische Gramatik der Italianischen Sprache 

 und  iber Mundarten, I. Lautlebre, A. Franke AG, Bern, 1949, Giulio Einaudi, Torino , 1966, § 49.
 （4）Cf. Bourciez, Phonetique, Francaise,§95 R. II.な お, Ronjatは こ れ を フ ラ ン ス 語 か らの 借 用 で

あ る と し て い る 。Cf. Ronjat, Grammaire I－II,§169.

(5) Cf. Ronjat, Grammaire I  -II, § 435, J¨ . 
(6) Cf. Bourciez,  Phonetique Francaise, § 95, R. II. 
(7) Cf. Anglade, Grammaire,  p.105. 
(8) Cf. Bourciez,  Phonetique Francaise, § 103, R.  I  . 
(9) Cf. Ronjat, Grammaire I -II, § 167. 
(10) Cf. Ibid., § 176.

 （11）古 フ ラ ン ス 語 で はdamoiselと 共 に母 音 消 失 の 語 形dancel, doncelも あ る 。

 （12）一 方,オ ッ ク語 で もdejunaの 語 形 が あ り,フ ラ ン ス 語 の ぢねｒ／dejeunerと 同 じ く,語 形 も意

味 も異 な っ て い る。

 （13）favrega, caire-Fourc, cabrifueiはfabru, quadru, capra＞fabre, caire, cabroの 影 響 を う け た もの

と思 わ れ る。Cf. Ronj at, Grammaire I―II,§184,γ.

 （14）Cf. Ibid.,ｧ130.

 （15）ラ ン グ ド ッ ク,リ ム ー ザ ン方 言 で はferの 語 形 もあ る 。 Cf. tour, tourre（ 〈turre）, sor（l.）, sorre

（＜soror）.

                           B.強 勢 母 音

  1.A（ 古 典 ラ テ ン 語 のa, a）

 aとaは 自 由 母 音 で も拘 束 母 音 で も変 化 す る こ と は な か っ た:granu gra(n）,（1）it. esp. grano,

port. grao, roum. grau, fr. grain, passu pa(s）（-roum.-fr.）, it. port. passo, esp. paso.

 プ ロ ヴ ァ ン ス,ラ ン グ ド ッ ク,リ ム ー ザ ン 地 方 な ど で は -areは -aと な る:cantare canta,

chanta（a.1im. viv. d.）, it. cantare, esp. port. cantar, roum. cinta, fr. chanter, cambiare c（h）anja
,

it. cambiare, aesp. camear, fr. changer.

 aに 口 蓋 音 が つ づ く と き は,南 仏 の 北 部 一 帯,カ プ シ ル,ア キ テ ー ヌ,ラ ン グ ド ッ ク 西 部 方 言 や

ギ ユ イ エ ヌ 方 言 な ど で はeと な り,ai, e（i） と綴 ら れ る （2）:lacte lait（g.l.-fr.）, leit（g. b.）, it. latte,

esp. leche, port. leite, roum. lapte, nascere naisse（lim.）, neisse（m. d.）, neche（g.）
, it. nascere, esp.

nacer, port. nascer, roum. naste, fr.η 観z6, magis mai(s） （d.）, mait（querc .）, mes（l. g.）, me（l. rh.）.（3)

 -ariuか ら ロ マ ン 語 *-airと ゲ ル マ ン 語 *-erと の 混 淆に よ っ て 一eirが 生 じ,こ の 中 間 項 が

-ariuを も つ 派 生 語 を 継 承 す る す べ て に 取 り入 れ ら れ た
。 -errは -ieirに 二 重 母 音 化 し,-ier,－ie（i）

に 縮 約 さ れ る か,あ る い は -eirに 異 化 し,さ ら に -er,-eiに 単 純 化 さ れ,語 末 の ―yは,ほ と ん ど

す べ て の 方 言 で 脱 落 す る の で,-ier＞ -erは -eと な り,様 々 な 方 言 の 音 韻 傾 向 に よ っ て -eあ る い

は -eと な り,多 くの 語 形 が 生 じ た 。 女 性 形 は -ier,-erの 段 階 で これ に 倣っ て -iero,－eroと な っ

た （4）:denariu denie（rouerg.）, dinie（l.）, dine（g.）, denei（g. auv.）, fr. denier, caldaria caudiero（a. d.）,

cLraudiero（lim.）, caudieiro（l.）, caudero（g.）, it. caldaia, esp. caldera
, port. caldeira, roum. caldare,

fr. chaudiere.



 II.E （古 典 ラ テ ン 語 の e)

 e は 一 般 に 保 持 さ れ る が,ロ マ ン語 の ［-u］,［ -w］ の 前 で は,eは 遅 く と も13世 紀 頃 か らieに

二 重 母 音 化 す る:e（g）oieu, it. io, esp. yo, port. roum. eu, afr. jou, Deu Dieu, it. dio（esp. dios, port .

deus〈Deus）, aroum. zeu, fr. dieu.

 し か し,l＞ ［u］,［w］ の 前 で は 一 般 に 二 重 母 音 化 は 起 こ ら な い:mel meu, it. miele, esp. fr. miel,

port. mel, roum. miere, caelu ceu, it. esp. cielo, port. ceo, roum. cer, fr. ciel.

 eにyodが つ づ く と き は, eを 保 持 す る と き も あ り,こ の 結 合 か らeiが 生 じ る か,さ ら にeが

二 重 母 音 化 し,ie（y） と な る か, iei＞iに 帰 す る か で あ る:lectu let（g.）, lie（rh.）, liech（a. l）, liet（perig.

lim.）, liei（g.l.）, lit（d.）, it. letto, esp. lecho, port. leito, fr. lit, mediu mech（b.）, med（perig.）, mei（g .

a.d.）, mie（m.）, miei（m.l. g.）, it. mezzo, esp. medio, port. meio, roum. miez, afr. mi .

 ラ ン グ ド ッ ク,ギ ュ イ エ ヌ,リ ム ー ザ ン,ア キ テ ー ヌ 地 方 で は 内 破 鼻 子 音 の 前 でeは 古 プ ロ ヴ ァ

ン ス 語 期 か ら 閉 音 で あ る （5）:rem re（l）,（6）fr. rien, bene ben（g.）, be（l）,（7）it. bene, esp. fr. bien, port.

bem, roum. bine.

 mに 内 破 音 の 鼻 子 音 が っ つ く と き は,e の 閉 音 化 は よ り一 般 的 で あ る:membru membre（ -fr.）, it.

port. membro, esp. miembro, mentit ment（ -fr.）, it. port. mente, esp. miente, roum. minte.

 一 方,北 部 の 多 く の 方 言 でeと 内 破 音y（rr） の 間にaが 挿 入 さ れ る こ と が あ る （8）:terra tearro（a.）,

tearo, tiaro（Marche）, tiarro（auv.）, it. port. terra, esp. tieerra, roum. tara
, fr. terre, frk.＊breka,

bearcho（d.）, fr. breche.

 III. E（ 古 典 ラ テ ン 語 のe, i）

 強 勢 母 音eは 開 音 節 で は 変 化 す る こ と な く保 持 さ れ る:bibit beu, it. beve, esp. port. bebe, roum.

bea, fr. boit, plicat plego, it. piega, esp. pliego, port. prega, roum. pleac a, fr. ploie .

 閉 音 節 で も,sあ る い はs＋ 子 音 の 前 で はeが 保 持 さ れ る:spissu espes, it. spesso, esp. espeso,

port. espesso, fr. epais, crista cresto, it. esp. cresta, port. crista, fr. crete.（9）

 し か し,ロ マ ン 語 で 内 破 音r,l,［ -u］,［ -w］,［ i］,［y］ の 前 で はeはeに 開 く（10）:cler（i）cu

clerc（ -fr.）, it. chierco, virga vergo, it. esp. port. verga, roum. varga
, fr. verge;＊solic（u）lu souleu,

fr. soleil, sebu seu, it. sego, esp. port. sebo, roum. seu, afr. siu;crescere creisse, it. crescere, esp.

crecer, port. crescer, roum. creste, fr. crotitre.

 唇 音 の 前 後 で 強 勢 のeが ［u］ に 唇 音 化 す る 方 言 が あ る 。 な お,二 つ の 唇 音 の 間 に 中 間 音eが 現

れ,ueuと な っ た り, uouと な る こ と も あ る （11）:pilu pueu, puou（m.）, it. esp. pelo, roum. par, fr.

poil, debere dueure, duoure（d.）,（12）it. dovere, esp. deber, port. devey, fr. devoir.

 cereuで はeが ［-y］ に 変 化 し てcire, ciri（l. g.） の 語 形 が あ る 。

 IV. O（ 古 典 ラ テ ン 語 の o）

 強 勢 母 音oは 保 持 さ れ る こ と が 多 い:grossu gros（ -roum.-fr.）, it. port. grosso, esp. gueso, etc.

 oに 口 蓋 音 が つ づ く と き は,uo＞ue（i） に 二 重 母 音 化 し,さ ら に 異 化 作 用 に よ っ てueの 前 にiが

生 じ,iueと も な り,［wo］ 〉［夕ρ］ の 変 化 を 示 す こ と も あ る 。 こ の 二 重 母 音 化 は 最 初 リ ム ー ザ ン,オ ー

ヴ ェ ル ニ ュ 地 方 と南 仏 の 南 西 部 に 広 が り,プ ロ ヴ ァ ン ス や ラ ン グ ド ッ ク 地 方 に はue, uoの 語 形 が

あ る （13）:locu luo, luec, luec（a. nic.lim.）, liu（bord.）, it. luogo, aesp. luego, port. lego, roum. loc, fr.



lieu, focu fio, fioc（l. d.）,fuo（d.）, fuoc（nic.）,fuec（a.）, fiue（var.）, it.fuoco, esp.fue ¢ go, port.fogo, roum.

foc, fr. feu.

  ［u］,［-w］ の 前 でoはuoに 二 重 母 音 化 し,異 化 作 用 に よ っ てueあ る い はioと も な り,さ ら

にwoe（woe） か らoe,¢ （書 法 はeu） に も縮 約 さ れ た:bove biou, bou（nic.）, buen（a.）, buou（m.）,

beu（lim.）, it. bue, esp. buey, port. boi, roum. bou, fr. boeuf, novu nou（d.）, niou（b.）, nuou（rouerg.）,

neu（g.）, it. nuovo, esp. nuevo, port. novo, roum nou, fr. nezuf.

  一 方,ほ と ん ど ア キ テ ー ヌ 全 域 にmnや ［w］ の 前 でauの 二 重 母 音 が 現 れ る:doinna dauno（g.）,

daune（b.）, it. donna, esp. duena, port. dona, roum. doamna, fr. dame, dies Jovis dijau, ditjaus（g.）,

dityaus, diyaus（b.）.（14）

  さ ら に,r（s） ＋ 子 音 の 前 でoua, oueが 現 れ る こ とが あ る,こ れ は 先 のo＞auと は 別 の 二 重 母 音 化

で あ り,特 に プ ロ ヴ ァ ン ス 地 方 に 見 られ る 音 韻 変 化 で あ る （15）:hortu ouert（m.）, it. orto, esp. huerto,

port. horto, afr. ort, corvu couerp. gouerp（a.）, couarp（d.）, it. port. corvo, esp. cuervo, afr. corf.

  地 方 に よ っ て 内 破 音 の 鼻 子 音 の 前 で はoが 保 持 さ れ る 。 今 日 で はou［u］ と 綴 ら れ る:bonu

bou（n）, it. buono, esp. bueno, port. bom, roum. bun, fr. bon, fronte frount, it. port. fronte, esp.

frente, roum. frunte.

  二 重 母 音 の た め に 開 口 度 の 極 め て 近 い 母 音 が 連 続 す る と き,子 音 ＋rの 前,［u］,［w］ の 前 や 後

接 語 と な る と き な ど は 単 母 音 が 保 持 さ れ る （16）:op（e）ra obro, ouro（alb.）, it. opera, esp. huebra, port.

obra, fr. oeuvre;soldu sou（nic.）, sol（l.）, so（g.）, it. port. soldo, esp. sueldo, fr. sou, ecce hoc eico（m.）,

it. cio, fr. ce.

  強 勢 母 音oは 軟 口 蓋 音 が つ づ く と き は,二 重 母 音 化 せ ず,lが 母 音 化 し,ouを 成 す:collu cou,

it. collo, esp. cuello, port. colo, fr. col, solu sou, it. suolo, esp. suelo, fr. sol.

  V.O（ 古 典 ラ テ ン 語 のo,u）

  閉 音 o は オ ッ ク 語 で はou［u］ と な る:lupu loup（ -fr.）, it. lupo, esp. port. lobo, roum. lup,*tottu

tout（ -fr.）, it. tutto, roum. tot, cruce crous,（17）it. croce, roum. crucee, fr. croix, voce vous（lim. nic.）,（18）

it. voce, esp. port. voz, roum. boace, fr. voix.

  隣 接 す る 口 蓋 摩 擦 音 はoを ［u］ に ま で 狭 め る こ とが あ る:jungere jugne（a.l. bord.）, juni（g.l.）,

jugnei, jungi（lim.）, it. giungere, esp. uncir（unir）, port. jungir, fr. joindre.

  鼻 子 音 に 他 の 子 音 が つ づ く と き は,ア キ テ ー ヌ や ラ ン グ ド ッ ク 南 部,ギ ュ イ エ ヌ 地 方 な ど に 限 っ

てoを 狭 め る:ungula unglo（g.）, unclo（b.）, it. unghia, esp. una, port. unha, roum. unghie, fr.

 ongle, punctu punh, pun（l.）, punt（l, g. b.）, it. esp. punto, port. ponto, fr. point.

   し か し,umbraか ら は 常 にoumbro, oumpro（g. b.） が 現 れ （cf. it. ombra, fr. ombre）, juncuか

ら はjounc, junc（g.l.） の 語 形 が 共 存 す る 。

  VI.I（ 古 典 ラ テ ン 語 の i)

  強 勢 母 音iは 一 般 に 保 持 さ れ る が （cf. vita vido, it. vita, esp. port. vida, roum. vita, fr. vie）, i

はlの 前 で は 一 般 に 二 重 母 音 化 す る こ と が 多 い:pila pielo, it. esp. pila, fr. pile, fila fielo, it. fila,

 esp. hila, port.cia, fr. file, angui（l）la anguielo, esp. anguila, port. enguia.

  milleは 一 般 にmilo, mile（ -i） と な る が, Montonで はmieloの 語 形 が あ る 。（19)｝

  filuか ら は ガ ス コ ー ニ ュ,ラ ン グ ド ッ ク,ア キ テ ー ヌ で は 二 重 母 音 の 語 形fieu（g.）,fie l（l.）,fie r（a.）



が あ る ほ か,ラ ン グ ド ッ ク に もfil,ド フ ィ ネ にfiが あ る 。

 ridereか ら ル エ ル グ 方 言 で はyeireが 現 れ,母 音 が 語 頭 に 添 加 さ れ る 語 形arrive（g.）, arride（b.）

が ガ ス コ ー ニ ュ,ベ ア ル ン 方 言 に 見 ら れ る 。

 強 勢 のZに 唇 音 が つ づ く と き は,iとuの 間 に 中 間 母 音eが 現 れ, ieu, ieuと な り, euに 単 純

化 さ れ る こ と も あ り,iau, iou（iou） と な る こ と も あ る （20）:'vivere vieure, vieu（Menton）, veure（lim.）,

viaure（auv.）, vioure, vioure（d.）, it. vivere, esp. vivir, port . viver, aroum. vie, fr. vivre, libra

lieuro（rh.）,l（e)uro（lim.）, liouro（d.）, it. libbra, fr. livre .（21）

 VII. U（ 古 典 ラ テ ン 語 のu）

 uは 一 般 に ［u］ と な り,uと 綴 ら れ る:mutu mut（ -roum.）, it. muto, esp. port. mudo, afr. mu,

nudu nu（d）, it. esp. nudo, port. fr . nu.

 ラ ン グ ドッ ク・ ガ ス コ ー ニ ュ地 方 な どで は,uにlが 隣 接 し て つ づ く と き は, uはie, ioに 二 重

母 音 化 す る こ とが あ る:culu quieu（rh.l.g.）, quiou（g. alb）, it. esp. culo, port. cuo, roum. cuer, fr.

cul,（22）pul（i）ce piuse,（23）it. pulce, roum. purece, fr. puce.

   （1）ラ ン グ ドッ ク,ガ ス コ ー ニ ュ,ド フ ィ ネ 方 言 で はgra(n） で あ る の に 対 して リ ム ー ザ ン,ル エ ル グ

  方 言 で は こ のaがoと な り,groの 語 形 が あ り,ア キ テ ー ヌ,リ ム ー ザ ン方 言 のpasがAudeで はpos

  と な る。Cf.J.Anglade, Grammaire de l'Ancien provencal, P.48.

(2)  Cf. Ronjat, Gammaire Historique, I -II, § 214.
（3）ル エル グ方 言 に はmosの 語 形 があ る。 a＞oの 弱音 化 は語 の後 接 的用 法 に よ る。 Cf. Anglade,

Grammaire, p.51.                                    '

(4) Cf. Ronjat, Grammaire, § 113. 
(5) Cf. Ibid., § 93.
（6）rein, rin（d.）な ど の 語 形 もあ る 。

（7）オ ー ヴ ェ ル ニ ュ地 方 に はbiの 語 形 も あ る。

 （8）Cf. Ibid.,ｧ94.

（9）magistru mestreのeはtempesto, festoな ど子 音 Stの 前 で一 般 にeで あ っ た 多 くの 語 と の ア ナ

ロ ジ ー に よ る もの か も知 れ な い 。Cf. Anglade, Gyammaire, P.57 .

(10) Cf. Ronjat,  Grarnmaire, § 78. 
(11) Cf. Ibid., § 82.

 （12）リム ー ザ ン,ド フ ィ ネ 方 言 にdeveiの 語 形 が あ る が,こ こ で は 古 フ ラ ン ス 語 の よ う にeがeiに 二

重 母 音 化 し て い る。 こ れ は プ ロ ヴ ァ ン ス 語 に の み 現 れ,リ ム ー ザ ン方 言 で はhabere abei,*sapere sabei

な ど とな っ た 。 こ の 変 化 は13世 紀 中 頃 の こ とで あ る 。Cf. Anglade, Grammaire , p.53.

(13) Cf. Ronjat,  Grammaire, § 103; Anglade, Grammaire, p.73. 
(14) Cf. Ronjat, Grammaire, § 100; Anglade, Grammaire, p.52. 
(15) Cf. Ibid., p.76. 
(16) Cf. Ronjat, Grammaire, § 98.

 （17）cruceか ら はcrouts（l.g.）, crou（lim. rh. nic.） も あ る 。

 （18）voceか ら はouの 語 形 が 圧 倒 的 に 多 い が,ベ ア ル ン 方 言 にbux, buts, buchが あ る 。

 （19）Cf. Ibid.,ｧ70.

 （20）Cf. Anglade, Grammaire, p.71.

 （21）強 勢 母 音 に 先 行 す るiの 場 合 も,そ の 後 に唇 音 が つ づ く と き は,こ の 強 勢 母 音 と同 様 に,iとu

の 間 に 中 間 音eが 現 れ,ieuと な る:civ（i）tate cieuta, cieictat（l. g.）, it. citta, esp. Ciudad , port. cidade,

roum. cetate, fr. cite.

 （22） ガ ス コー ニ ュ,リ ム ー ザ ン,ド フ ィ ネ 地 方 に は cu（t）の 語 形 が あ る。



 （23）pul（i）ceはｌが 母 音 化 し て か ら異 化 作 用 に よ っ て piuse(〈［puuje］ と な る が,u を 保 持 す る語 形

puce, pusも あ る 。

C.子 音

 Ⅰ.語 頭 の 子 音

 1.単 子 音

 語 頭 の 単 子 音 は 一 般 に 保 持 さ れ,変 化 す る こ と は な い 。 語 頭 のo,gは α の 前 に あ る と き は,南

仏 の 南 端,カ タ ロ ニ ア,ガ ス コ ー ニ ュ,ラ ン グ ド ッ ク,プ ロ ヴ ァ ン ス の 方 言 で は 保 持 さ れ る が,オ

イ ル 語 圏 に 近 い 大 方 の 方 言 で はch,j と な る （1）:castellu casteu, chasteu（a.）, chateu（lim.）,

chastel（perig.）, chaster（b. lim.）, chatel（d.）, chate（auv. a.）, it. castello, esp. castillo, port. castelo, fr.

chateau, gaudiu gau, galau, gal（l. nic.）, gai（l.）, gau（perig. d.）, jal, jar（a. lim.）, jai（Velay）,ja（a.）, esp.

Bozo, aport. goivo, afr. joi（e）.

 aquaで は, aの 前 でquは 有 声 化 し,軟 口 蓋 音 が 前 方 に 転 移 し,－wgw一 が 異 化 作 用 に よ っ て

-ygw と な り
,-yg -に 縮 約 さ れ, aigoの 語 形 が 生 じ る （2）（cf. it. acqua, esp. aqua, port.agca, roum.

apa, fr. eau.）。

 2.語 頭 の 子 音 群

 fr,fl刀 は ア キ テ ー ヌ 地 方 で はhr, hlと な る:fructu fru（ch）, hrut（g.）, it. frutto, aesp. frucho, port.

fruto, roum. frupt, fr. fruit, flore flour, hlou（g.）, it. fiore, roum. floare, fr. fleur, etc.

 cr, clの 第 一 要 素 が 有 声 化 す る こ と が あ る:*claria glairo, fr. glaire, crapaldu grapaud（d.）,（3）fr.

crapaud, crassu gras（4）（-roum.-fr.）, it. grasso, esp. graso, port.graxo .

  II.語 中 の 単 子 音

 a） 母 音 間 の 単 子 音p,t, cは 有 声 化 す る （5｝:sapa sabo, it. sapa, esp. sava, fr. seve;saeta seda（ -esp.

-port .）, it. seta, fr. soie, pacat pago, it. esp. port. gaga, fr. paie.

 C+aがchと な る 南 仏 北 部 で は,語 中 のcは 口 蓋 音 （i, e, u） に 先 行 さ れ る と, aの ま え で ［γ］

と な り,そ の 後 j, ［y］ あ る い は ［φ］ と な る （6）:spica eipijo（lim.）, eipio（dauph.）, it. spiga, esp. port.

espiga, roum. spica, precare preja（auv. lim.）, preia（dauph.）, prea（rouerg.）, it. pregare, aesp. pregar,

fr. prier.

  語 中 のtiは 湿 音 化 し た 半 閉 鎖 音 に な り,オ ッ ク 語 の 語 末 で はtz,語 中 で は -z-で あ る:mal（i） －

fatiu malvatz, fr. mauvais;satione sa（i）zon, esp. sazon, port. sazao, fr. saison.

  b） 有 声 音b,d, g

  母 音 間 のbは 弱 い 不 安 定 な 閉 鎖 音 b と な り,オ ッ ク 語 で はv～b～ ［w］ ～ ［φ］ が 現 れ る:

faba favo, fao（toul.）, fabo（l.）, hauo（g.）, it. port. fava, esp. haba, fr.feve.

  同 様 に,d＞zは 遅 く と も14世 紀 に は 有 声 の 歯 擦 音 d と な る:medulla mesoulo, it. midolla, port.

miola, roum. maduva, fr. moelle, etc.

  母 音 間 のdは オ ッ ク 語 の 語 末 で は 消 失 す る:fide fe（-port.）, it. fede, fr. foi.

  し か し,ラ テ ン 語 の 語 末 が -duで あ る と き は,-tz,-d,-S,-tと な り,消 失 す る こ と も あ る:nidu

nitz, nid, nis, nit, ni, it. nido, fr. nid, nodu noud, nous, nou, it. nodo, esp. nudo, port. no, roum.

 nod, fr. noeud.



 母 音 問 のgは 軟 口 蓋 閉 鎖 音 で あ り,調 音 点、は 特 に 隣 接 す る 母 音 に よ っ て 異 な る 。 こ の 閉 鎖 音 は 不

安 定 な 摩 擦 音 と な り,消 失 す る こ とが も っ と も多 い （7）:castigare c（h）astia, it. castigare, esp. port.

castigar, roum・castiga, fr・chatier, rogatione roazo（n）, port.rogacoes , roum. rugaciune, ruga

ru(f)o,it. esp. port. ruga.

 c） 摩 擦 音v,s

 母 音 間 のvは 母 音 間 のbと 同 様 に,オ ッ ク 語 で はv～b～ ［w］ ～ ［φ］ と し て 現 れ る:lavare

lava, laba（l.）, laua（g.）, pavone pavoun, paboun（rouerg.）, paoun（bord. nic.）, pau（g.）, it. pavone, esp.

pavon, port. pavao, roum. paun, fr. paon.

 摩 擦 音sは オ ッ ク 語 の 母 音 間 で は 有 声 音 と な り,語 末 で は 無 声 音 と し て 保 持 さ れ る:sp6（n）su

espous, it. sposo, esp. port. esposo, causa causo, it. esp. cosa, port. cousa, fr. chose.

 d） 流 音m,n, r,l

 母 音 問 のm,nは 一 般 に 保 持 さ れ る が,語 末 と な るmは 保 持 さ れ る か,先 行 す る 母 音 を 鼻 音 化

す る:amore arnor（ -esp.-port.）, it. amore, Luna luno,（8）it. esp. luna, port. lua, roum. luna, fr.

lune;pomu pouom［pwo］ （amb.）, it. esp. port. pomo, roum. pom.鼻 子 音 が 先 行 す る 母 音 を 鼻 音

化 し,m, nが 保 持 さ れ る と き は,フ ラ ン ス 語 と違 っ て,鼻 子 音 は 発 音 上 も保 持 さ れ る:tempus tems

［tem］, it. esp. tiempo, port. tempo, roum. timp, fr. temps, ventu vent［vem］, it. port. vento, esp.

viento, roum.vint fr. vent.ア キ テ ー ヌ 方 言 で は こ のmは は っ き り発 音 さ れ る:nomen noum.

 強 勢 母 音 に つ づ く -rは 消 失 す る:cicer cese, it. cece, carcere carte, it. port. carcere, esp. carcel,

afr. chartre.

 し か し,-rは プ ロ ヴ ァ ン ス 語 の 文 語,ロ デ ス 方 言,ア ル プ ス 方 言,ヴ レ 方 言,オ ー ヴ ェ ル ニ ュ 方

言,リ ム ー ザ ン 方 言 で か な り保 持 さ れ た （9）:heri ier, it. ieri, esp. arer, aport. eiye, roum. ieri, fr.

hier, etc.

 母 音 間 のlは ア キ テ ー ヌ 方 言 で は 母 音 化 す る:malu mau, it.malo, esp. fr. mal, port. mao, palu

pau, it. esp. palo, port. pao, roum. pay, fr. pieu.

 Ⅲ.語 中 の 子 音 群

 1.重 複 子 音

 ラ テ ン 語 の 重 複 子 音 は 一 般 に 単 子 音 で 表 さ れ る が （cf. siccu se（c）, it. secco, esp. port. seco, roum.

fr. sec.）,語 中 の 母 音 間 の -rrは 重 複 子 音 を 保 持 す る:turre tourre, it. esp. port. torre, fr. tour, etc.

 2.唇 音p,b― +歯 音t, d, s

 子 音 群pt, btで は 第 一 要 素 が 第 二 要 素 に 同 化 さ れ てtと な る か,さ ら に 有 声 化 し てdと な る か

で あ る:septe set, it. sette, esp. siete, port. sete, roum. sapte, fr. sept/cap（i）tellu cadeu,（10）it.

capitello, esp. caudillo, roum. capetel;subtu souto, it. port. sotto, aesp. soto, roum. supt, fr. sous/

cub（i）tu coide, it. gomito, esp. codo, port. couado, roum. cot, fr. coude.

 pdはdあ る い はbと な る:sap（i）du sade/tep（i）du tebe, it. tepido, esp. port. tibio, fr. tiede.

 3.軟 口 蓋 閉 鎖 音 ＋ 歯 音

 ctはrt, ih［ C な ど と な っ た り,消 失 し た り す る （11）:factu fa, fach（a. nic.）, fet（l.）, feit, heit, het（b.

g.）,it. fatto, esp. hecho, port. feito, fr. fait.

 語 中 のgdもctと 平 行 し て,消 失 す る か -ch,-it,-idな ど と な る:*frigidu fre, frech（a. l.）, freid,

freit（lim. d.）,（12)it. freddo, fr.froid.

 x［ks］ も 第 二 要 素 が 摩 擦 音 で あ る こ と以 外 はctと 変 わ る こ と が な い し, scは 順 は 逆 だ が, xと



同 様 の 変 化 を 示 す:examen e（i）same（n）, it. sciame, esp. enjambre, fr. essaim;pisce pe（i）ch, peis,

peisse, it. pesce, esp. pez, port. peixe, roum. peste.語 中 のgnはnが 湿 音 化 し て ［n］ と な る:

agnellu agneu, agnel, it. agnello, roum. miel, fr. agneau.

  4）s（x） ＋ 子 音

  無 声 閉 鎖 音 の 前 に 位 置 す るxはsと 発 音 さ れ,s＋ 子 音 は 一 般 に 保 持 さ れ る が, n, mの 前 で は

消 失 す る こ と も あ る:el（ee）mos（y）na aumorno, ou-, aumoino,σu-, it. limosina, esp. limosna,

port. esmola, fr. aumone, as（i）nu a（s）e, aine, it. asino, esp. port. asno, aroum. asin, fr. ane. さ

ら に,有 声 の 閉 鎖 音 が つ づ く と き はxは i と な る:frax（i）nu fraine, it. frassino, esp. fresno, port.

freixo, roum. frasin, fr. fren e, etc.

  5）l＋ 子 音

  lに 子 音 が つ づ く と き は,lはuに 母 音 化 す る こ と が あ る:silva seuvo, seubo（g.）,（13）it. esp. port.

selva, afr. selve, etc.

  一 方,子 音 の 前 に 位 置 す るlが 消 失 す こ と も 少 な く な い:*colpu cop, it. colpo, fr. coup, dulce

dous, it. dolce, aesp. duz, port. doce, roum. dulce, fr. doux, poll（i）ce pous, it. pollice, fr. pouce.

  6）m,n＋ 子 音

  鼻 子 音 が 他 の 子 音 の 前 に あ る と き は,語 頭 の 場 合 と 同 様 に 保 持 さ れ る が （cf. vindemia

vendemia,（14）it. vendemnia, esp. vendimia, port. vindima, fr. vendange.）, sの 前 で はnが 消 失 す

る:co（n）stare cou（s）ta, it. costare, esp. costar, port. custar, roum. custa, fr. couter.

  n'g, ndiはgn［n］ に 融 合 す る:tingere tegne, it. tingere, esp. tenir, fr. teindre, ver（e）cundia

vergougno, it. vergogna, esp. verguenza, port. vergonha, fr. vergogne.

  mnのmはnに 同 化 す る:domna don（n）o, it. donna, esp. duena, port. dona, roum. doamna,

fr. dame,. damnare dana, it. dannare, esp. danar, port. danar.

  7） 子 音 ＋r,l

  tr, dr, crで は,フ ラ ン ス 語 と 同 様 に,第 一 要 素 の 閉 鎖 音 が 第 二 要 素 に 同 化 し てr（r） と な る:

＊nutrire nour（r）i, it. aesp. nodrir, fr. nourrir, quadratu car（r）at, it. quadrato, esp. cuadrado, port.

quadrado, fr. carre, sacramentu sar（r）amen, fr. serment. tr, drはZYと な る こ と も あ る:fratre

fraire,（15）port. frade, roum. frate, fr. frere. crのcが 有 声 化 す る こ と も あ る:socru sogre, esp.

suegro, port. sogro, roum. socru, afr. suere,＊acrifolu a（g）reu.

  prは ス ペ イ ン 語,ポ ル トガ ル 語 と 同 様 に,第 一 要 素 が 有 声 化 し てbrに 変 化 す る:

aprile abr（i）eu, it. aprile, esp. port. abril, roum. prier, fr. avril, etc.

  br, vrの b, vはuに 母 音 化 す る:libra l（i）（e)uro, it. libbra, fr. livre, bib（e）re b（i）eure, it. bere,

esp. port. beber, roum. bea, fr. boire.

  grはi（r） と な る:flagrare flaira, fr. flairer, integru entie, it. int（i）ero, esp. entero, port. inteiro,

roum. intreg, fr. entier.

  m'rに はmとrの 間にbが 発 達 し, mbrと な る:cam（e）ra c（h）ambro, it. camera, esp. port.

camara, fr. chambre, etc.

  plで は 第 一 要 素 が 有 声 化 す る こ と が あ る:copula coublo, it. coppia, fr.couple, pop（u）lu poble, it.

popolo, esp. pueblo, roum. popor, fr. peuple.

  bl, flは ［wl] と な る:parab（o）la paraulo, it. paｒola, esp. port. palabra, fr. parole,＊trif（o）lu tr（i）-－

eul, i t. trifoglio, roum. trifo i ic, afr. trefueil.

  cl, gl, c'1, g'l t'l, d'lは ［l］あ る い は ［y］ と な る:mac（u）la maio, malho, fr. maille, regula reio,

relho, esp. reja, port. relha, afr. reille,＊sec（i）la selho, brog（i）lu brutei, vet（u）lu viei, vielh, it.



vecclaio, esp. viejo, port. velho, roum. vechiu, fr. vieil.

 m'l,n'lで は 両 子 音 の 間 に 閉 鎖 音 が 生 じ る:sim（i）lare sembla, roum. samana, fr. sembler,

spin（u）la esping（l）o, it. spilla, fr. epingle.

 重 複 子 音 ＋lは 単 子 音 ＋lに 縮 約 さ れ る:*bacc（u）lare bacla, sufflare s(o)ufla, it. soffiare, esp.

sollar, port. soprar, roum. sufla, fr. souffler.

 8） 子 音 ＋yod

 nにyodが っ つ く とnは 湿 音 化 さ れ ［n］ と な る:castanea c（h）astagno, chatagno, it. castagna,

esp. castana, port. castanha, roum. gastfne, fr. chataigne, etc.

 lにyodが っ つ く とlが 湿 音 化 さ れ る か,あ る い は ［y］ と な る:filia fi（l）ho, it. figlia, esp. hija,

port. filha, aroum. fie, fr. fille, palea paio, palho, it. paglia, esp. paja, port. palha, roum. paie, fr.

paille.

 y,sにyodが っ つ く と き は, yodがy, sの 前 に 浸 入 し,［yz, iz/.yr, ir] と な る:ma（n）sione

meisou（n）, maisou（n）,（16）fr. maison,＊exclariare escleira, ei-, fr. eclairer, paria pairo, fr. paire.

 9） 三 重 子 音

 第 三 要 素 がr,lで あ る 三 重 子 音 は そ の ま ま 保 持 さ れ る か,そ の 第 一 要 素 が 脱 落 す る か,あ る い は

lが 母 音 化 す る か で あ る:nostru no（s）tre, it. nostro, esp. nues（tr）o, port. nosso, roum. nostru, fr.

notre（notre）, scalpru escaupre,-alpre, esp. escoplo, port. escopro, fr. echoppe.

 r＋ 子 音 ＋rで は 最 初 のrが 異 化 作 用 に よ っ て 脱 落 す る:die Merc（o）ris（di）mecre, it.

merco ledi, esp. miercoles, roum. miercuri, fr. mercredi.

 Ⅳ.語 末 の 子 音

 単 音 節 語 で は 語 末 の 子 音 は 保 持 さ れ る:cor cor（ -aport.）, it. cuore, aesp. cuer, fr. coeur, fel fel,

feu, it. fiel, esp. hiel, port. fel, roum. fiere, fr. fiel.

 動 詞 の 語 尾 で は 二 人 称 単 数 のsが 保 持 さ れ る:dormis dormes（ -port.）, duermes（ -esp.）, it. roum.

dormi, fr. dors, dicis dices, it. dici, esp. dices, port. dizes, roum. zici, fr. dis.

 三 人 称 の -tは 消 失 す る:dat da（-esp.）, it.da, port. da, roum. da, videt v（e）i, it. roum. vede, esp.

ve, port. ve, fr. voit, etc.

 語 末 のmは 一 般 に 消 失 す る が,オ ッ ク 語 で は -nと し て 現 れ る 語 が あ る:rem ren,（17）fr. rien,

＊mum（ 〈meum）moun, fr. mon,＊tum（ 〈tuum）toun, fr. ton,＊sum（ 〈seum）soup,（18）fr. son.

   （1）Cf. Ronjat, Grammaire Historique,I－II,§244;Anglade, Grammaire, p.161.な お,12・3世 紀

  の オ ッ ク語 で あ る 吟 遊 詩 人 の 言 葉 に はcantar/chantar, cant/chantな どca, chaの 二 つ の 語 形 が 現 れ る

  が,こ の 詩 は リム ー ザ ン方 言 か ら生 ま れ,そ れ が 吟 遊 詩 人 の 言 葉 で あ っ た の だ か ら,第 二 の 語 形 は リム ー

  ザ ン 方 言 に 由 来 す る に違 い な い 。Cf. Ibid., p.162.

   （2）Cf. Ronj at, Grammaire I－II,ｧ274.

   （3）grapaudはkrを 語 頭 に もつ ゲ ル マ ン語 に 由 来 す る と思 わ れ るが, crの 弱 音 化 は お そ ら く擬 音 語

  の 影 響 で あ ろ う。Cf. Anglade, Grammaire, pp.160－1.

   （4）crの 弱 音 化 は こ こ で はgrossusと の ア ナ ロ ジ ー に よ る も の で あ り,俗 ラ テ ン 語 に さ か の ぼ る 。 Cf.

  Ibid., p.160.

   （5）p＞vへ の 変 化 は ア ル プ ス 山脈 の 稜 線 に沿 う地 域 と ア ル プ ス 山 脈 か らオ ー ヴ ェ ル ニ ュ方 面 へ の 北 部

  一 帯 に 広 が り,p＞bへ の 変 化 は これ よ り西 に,か な り北 部 の フ ラ ン ス 語 地 域 に ま で 及 ん で い る 。 Cf.

  Ronjat, Grammaire,ｧ267.

   （6）Cf. Ibid.,ｧ270.



 （7）Cf. Ibid.,ｧ278.

 （8）ガ ス コ ー ニ ュ 方 言 で は 母 音 間 の 単 子 音nは 消 失 し てluoと な る 。 Cf. Anglade, Grammaire, P.185・

 （9）Cf. Ronj at, Grammaire,§390.な お,マ ル セ ー ユ で は,例 え ばsegur,〃2認 〃γ か, segu, madu

か,た め ら い が あ る が,ツ ー ロ ンで は,－Yの 消 失 は 一 般 的 で あ る 。Cf. Ibid.,§392.

 （10）capitelluか ら は,こ の ほ か 強 勢 母 音 に 先 行 す る母 音 が 保 持 され る語 形cabedeuが あ る 。

 （11）ガ ス コ ー ニ ュ と ナ ル ボ ン ヌ を 含 む ラ ン グ ド ッ ク西 部 が 今 日2fの 語 形 を も つ 地 域 で あ り,ベ ジ ェ か

らプ ロ ヴ ァ ン ス を含 む 地 方 ま で がchの 地 域 で あ る 。 南 仏 北 部 で は,リ ム ー ザ ン 方 言 と オ ー ヴ ェ ル ニ ュ

方 言 はchで あ る 。 Cf. Anglade, Grammaire, P.166.

 （12）rig（i）duか ら はyed（d）e（1.）, reide（d.）, reid（auv.）,,:,（a.）, rette（9.）な どの 語 形 が 生 じ て い る （cf・

aport. reijo, fr. raide）o

 （13）しか し,1＋ 子 音 はuに 母 音 化 しな い こ と も多 く,Zに 母 音 化 し た り, Y, nに 変 化 す る こ と も あ

る:silva selvo, selbo（L）, alp arp, aip（a.）, albo（toul.）, aybo, aibo（a.）, altre antre（rouerg.）, arte（auv.）,

＊calfare calfa（1.）, falsu fals（1.）, calce cals（1.）, sal（i）ce salze（1.）, sali, sdri（a.）.

 （14）ガ ス コ ー ニ ュ方 言 にverenhaが あ る。 こ こ で はndがnに 縮 約 さ れ, nがYに 異 化 し,お そ ら

くmjがnjに 変 化 し た も の と思 わ れ る。 Cf. Ibid., P.189,

 （15）ガ ス コ ー ニ ュ 方 言 の 語 形 で は 語 末 の 一Yが 脱 落 し,frayと な る。

 （16）ニ ー ス 方 言 にmaiounの 語 形 も あ る 。

 （17）ニ ー ス 方 言 にremの 語 形 が あ り,ラ ン グ ド ッ ク方 言 に はreが あ る。

 （18）ベ ア ル ン 方 言 にtou,ガ ス コ ー ニ ュ 方 言 にsouが あ る 。


